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9月定例会 

平成３０年度各会計決算を認定 

平成３０年度一般会計決算の特徴 

第486回定例会 

　９月定例会は９月６日に招集され、２７日まで
の２２日間の会期で開きました。今定例会では、
もちむぎ食品センター決算報告についてなどの
報告３件、および、平成３０年度一般会計、各特
別会計、各企業会計決算認定についてなどの議
案２５件が上程されました。 

　決算認定は、議長と議会選出監査委員を除く
全議員を委員とする決算審査特別委員会を設置
し、４日間にわたり税金の収納状況や予算執行
にあたっての問題点、今後の町政に生かすべき
課題などについて、現地調査を含め、慎重に審
議を行いました。 

町税 
　個人町民税は納税義務者数が増え、３５６万円
の増。法人町民税は中小企業優遇税制による一
部中小企業の設備投資などで減。固定資産税は
家屋で既存建物の評価替え、企業が平成２８年中
に設備投資を積極的に行い、平成２９年中は控え

たため減。町税全体では７５５７万円の減。 
　他では、普通地方交付税と臨時財政対策債合
わせて２２６１万円の増。町債（借入）は２億５４３４
万円の増。 

歳出（主な支出） 歳出（主な支出） 

歳入（前年度比） 歳入（前年度比） 
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平成３０年度 一般会計・特別会計決算状況表 

平成３０年度 公営企業会計決算状況 

　※繰越額…平成３０年度に事業実施されなかったため、翌年度に実施することになった額。 

項　目 
 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
歳入（Ａ） 

８,９７８,８５３,６４８ 

１,９８８,９３２,２３５ 

２６３,７５１,４３３ 

１,６６８,４６４,９６５ 

１２,９００,００２,２８１ 

 

 
歳出（Ｂ） 

８,７６７,９６３,４８９ 

１,９５３,３９８,５３６ 

２５９,０５８,４０６ 

１,６５０,１９８,１６４ 

１２,６３０,６１８,５９５ 

 

 
繰越額（Ｃ）

 

５１,０８８,０００ 

０ 

０ 

０ 

５１,０８８,０００ 

 

実質収支 

（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

１５９,８０２,１５９ 

３５,５３３,６９９ 

４,６９３,０２７ 

１８,２６６,８０１ 

２１８,２９５,６８６ 

決 算 額 

歳出総額 

８,７６７,９６３,４８９円 

歳入総額 

８,９７８,８５３,６４８円 

一般会計  

（単位：円） 

 
営業収益 
営業費用 

営業損益 
営業外収益 
営業外費用 

経常損益 
特別利益 
特別損失 

当年度純損益 
前年度繰越利益剰余金 

その他未処分利益剰余金変動額 
当年度未処分利益剰余金 

水道事業 
３１６,５２７,６９５ 
３９０,００３,９３９ 

△ ７３,４７６,２４４ 
１０６,９１９,６４２ 
　１３,５５４,１８５ 

１９,８８９,２１３ 
　　３,８７０,０００ 
　　３,２４４,８３８ 

　２０,５１４,３７５ 
１１３,３７０,１８８ 
２３９,８２４,９２６ 

３７３,７０９,４８９ 

工業用水道事業 
３３,９９９,９５２ 
４０,５８１,６５６ 

△ ６,５８１,７０４ 
１３,２４８,６９０ 
　１,５４６,２７７　 

　５,１２０,７０９ 
　　　　　　　０ 
　　　　　　　０ 

５,１２０,７０９ 
２９,３３１,３１３ 
　　　　　　　０ 

３４,４５２,０２２ 

下水道事業 
３５１,０１７,１３１ 
８４１,３３４,０３０ 

△ ４９０,３１６,８９９ 
６７４,３８４,４３２ 
１６０,６７５,４８８ 

２３,３９２,０４５ 
　　　　　　　　０ 
　　　　　　　　０ 

　２３,３９２,０４５ 
　　５,０８２,８０８ 
　　　　　　　　０ 

２８,４７４,８５３ 

（単位：円） 
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
１０
日
か
ら
９
月
１３
日
ま
で
の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
柴
田
　
幹
夫
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

町
長 

　
実
質
単
年
度
収
支
が
約
１
億

４
０
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。
 

　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

当
初
予
算
が
近
年
続
い
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
は
ど

う
か
。
 

　
町
は
平
成
２６
年
度
か
ら
福

崎
駅
周
辺
整
備
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
年
度
は
実
質
単

年
度
収
支
が
赤
字
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
型
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
財
政
調
整
基
金
を
活

用
し
て
予
算
の
平
準
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
基
金
を
積
め
る
と

き
に
は
努
力
し
て
積
ん
で
い
き

ま
す
。
基
金
の
推
移
は
数
年
間

の
長
い
目
で
見
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

税
務
課
長 

　
個
人
町
民
税
で
は
、
納
税
義

務
者
数
が
前
年
度
と
同
様
に
増

え
、
納
税
額
も
増
え
て
い
る
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
か
。
 

　
納
税
義
務
者
数
は
、
平
成
２９

年
度
当
初
賦
課
が
９
４
４
５
人

だ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
３０
年
度

は
９
５
３
９
人
と
、
９４
人
増
加

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

農
林
振
興
課
長 

　
県
補
助
金
に
お
け
る
農
地
維

持
支
払
交
付
金
、
資
源
向
上
支

払
交
付
金
は
、
農
地
を
守
る
上

で
有
益
な
交
付
金
で
あ
る
が
、

今
後
の
継
続
の
見
込
み
は
。
 

　
平
成
２７
年
度
に
制
度
が
法
制

化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
も

安
定
的
に
継
続
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

一般会計の決算収支状況 

区 分  

歳 入 総 額  

歳 出 総 額  

歳入歳出差引額（Ａ－Ｂ） 

翌年度へ繰り越すべき財源 

実　質　収　支（Ｃ－Ｄ） 

前 年 度 実 質 収 支  

単 年 度 収 支（Ｅ－Ｆ） 

財 政 調 整 基 金 積 立 金  

繰 上 償 還 金  

基 金 取 崩 し  

実 質 単 年 度 収 支  

　　　（Ｇ＋Ｈ＋Ｉ－Ｊ） 

平成３０年度 

８,９７８,８５３,６４８

８,７６７,９６３,４８９ 

２１０,８９０,１５９ 

５１,０８８,０００ 

１５９,８０２,１５９ 

２１５,１１１,９６０ 

△ ５５,３０９,８０１ 

１,２００,０００ 

０ 

８９,７００,０００ 

△ １４３,８０９,８０１ 

 

円  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

 

Ａ  

Ｂ  

Ｃ  

Ｄ  

Ｅ  

Ｆ  

Ｇ  

Ｈ  

Ｉ  

Ｊ  

一般会計財政調整基金の推移 

区　　分 

年 度 内 積 立 金  

年 度 内 取 崩 額  

年 度 末 現 在 高  

平成２８年度 

５１,８００,０００ 

０ 

１,３７５,１００,０００ 

平成２９年度 

１,０００,０００ 

２５,５００,０００ 

１,３５０,６００,０００ 

平成３０年度 

１,２００,０００ 

８９,７００,０００ 

１,２６２,１００,０００ 

（単位：円） 
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9月定例会 

健
康
福
祉
課
長 

　
民
生
児
童
委
員
活
動
費
用
弁
償
、
民

生
協
力
委
員
へ
の
記
念
品
の
単
価
は
い

く
ら
か
。
仕
事
が
増
え
て
お
り
、
探
す

の
が
難
し
い
と
聞
く
が
。
 

　
民
生
児
童
委
員
活
動
費
用
弁
償
は
１

人
あ
た
り
年
間
１１
万
８
０
０
０
円
で
す
。

民
生
協
力
委
員
へ
の
記
念
品
は
１
人
あ

た
り
年
間
１
万
円
の
も
ち
む
ぎ
商
品
券

を
平
成
２９
年
度
か
ら
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
都
市
部
で
は
定
数
に
達
し
て
い
な

い
自
治
体
も
あ
る
中
、
福
崎
町
で
は
充

足
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
り
手

不
足
は
深
刻
な
課
題
で
す
。
 

町
長 

　
民
生
委
員
に
は
非
常
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

は
福
崎
町
だ
け
で
な
く
、
町
村
会
で
も

必
ず
話
題
に
上
り
ま
す
。
待
遇
の
改
善

に
つ
い
て
は
町
村
会
で
も
よ
く
協
議
し
、

国
に
要
望
す
べ
き
と
こ
ろ
は
要
望
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
観
光
関
係
で
、
多
額
の
委
託
料
や
工

事
費
を
妖
怪
・
河
童
関
係
に
投
入
し
て

き
た
。
こ
れ
を
町
の
に
ぎ
わ
い
や
潤
い

に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
 

町
長 

　
昨
今
は
妖
怪
や
河
童
と
い
え
ば
福
崎

町
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
福
崎
町
の
名
前
が

全
国
に
知
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
観
光
振
興
や
町
民
の
潤
い
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
、
妖
怪
ベ
ン
チ
や
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
設
置
等
に
よ
っ
て
観
光
客

の
増
加
を
図
り
、
消
費
拡
大
に
努
め
ま

す
。
 

　
全
国
的
に
不
登
校
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
当
町
で
の
実
態
は
。
 

教
育
長 

　
平
成
３０
年
度
の
不
登
校
生
は
小
学
生

が
２
名
、
中
学
生
が
１８
名
で
し
た
。
学

級
担
任
が
家
庭
訪
問
を
行
い
、
子
ど
も

と
の
対
面
、
保
護
者
と
の
教
育
相
談
を

行
い
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
の

中
で
学
校
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、

悩
み
の
あ
る
保
護
者
に
月
１
回
「
親
の

会
」
の
開
催
や
適
応
教
室
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
き
た
く
な

い
子
ど
も
は
１
人
も
い
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 

社
会
教
育
課
長 

　
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
利
用
者
の
駐
車
車

両
が
図
書
館
利
用
者
用
駐
車
場
に
も
駐

車
さ
れ
る
た
め
、
図
書
館
開
館
時
点
で

既
に
図
書
館
利
用
者
が
駐
車
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。
対
応
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
駐
車
場
と
図
書
館

駐
車
場
の
境
に
車
止
め
の
ポ
ー
ル
を
設

置
し
、
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
を
利
用
す
る

責
任
者
に
は
図
書
館
の
駐
車
場
を
利
用

し
な
い
よ
う
徹
底
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
図
書
館
開
館
後
は
ど
ち

ら
の
利
用
者
か
の
区
別
が
つ
か
ず
、
大

き
な
改
善
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
 

油坊（焼肉ハウス北山） 

図書館前の駐車場 



上
下
水
道
課
長 

　
給
水
原
価
1
㎥
あ
た
り

１
２
２
円
６
銭
に
対
し
、

供
給
単
価
が
１
㎥
あ
た
り

１
１
９
円
９７
銭
で
、
約
２

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
る
が
、
要
因
は
。
 

　
給
水
原
価
は
１
㎥
あ
た

り
実
際
に
か
か
っ
た
費
用

で
、
供
給
単
価
は
１
㎥
あ

た
り
で
ど
れ
だ
け
の
収
益

が
得
ら
れ
た
か
と
い
う
も

の
で
す
。
 

　
平
成
３０
年
度
は
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
経
営
戦

略
の
策
定
な
ど
、
平
成
３０

年
度
限
定
の
特
殊
要
因
に

よ
り
年
間
の
給
水
に
係
る

収
益
単
価
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
 

公
営
企
業
管
理
者 

　
川
す
そ
雨
水
幹
線
工
事

は
、
平
成
３０
年
度
決
算
に

お
い
て
「
昨
年
度
に
引
き

続
き
実
施
し
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
「
９
月
１１
日
の

集
中
豪
雨
で
中
島
区
の
６

軒
が
床
下
浸
水
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
常
に
浸
水
し
て
い
る

の
に
現
場
工
事
は
今
も
止

ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
事

業
ス
ピ
ー
ド
が
遅
す
ぎ
る
。

た
と
え
１
メ
ー
ト
ル
で
も

前
へ
進
め
ら
れ
た
い
。
 

　
つ
い
先
日
、
関
係
者
と

の
交
渉
の
目
途
が
立
っ
た

た
め
、
平
成
３０
年
度
繰
越

分
の
本
体
工
事
に
と
り
か

か
り
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
上
流
部
の
令
和
元
年

度
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も

１０
月
に
入
札
し
、
進
め
て

い
き
ま
す
。
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整備済  
 川すそ雨水幹線 

未整備 

年度 区分 

配 水 総 量 

給　水　量 

有　収　率 

給 水 収 益  

 
給 水 原 価

 

供 給 単 価 

給 水 戸 数 

年度純利益 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

２,５６０,４６７　 

２,４６５,８７２　 

９６.３% 

２９２,２３７,２９６円 

１４４円１６銭 

１０７円７１銭 

１１８円５１銭 

７,８７９戸 

４３,０４７,１４６円 

２,６２９,０７４　 

２,４９２,０７４　 

９４.８% 

２９７,２０８,２５５円 

１５５円１２銭 

１１４円　１銭 

１１９円２６銭 

８,０４４戸 

３４,２１２,６３６円 

２,６４９,９１９　 

２,５４６,８５６　 

９６.１% 

３０５,５４８,９６８円 

１５８円８９銭 

１２２円　６銭 

１１９円９７銭 

８,１０４戸 

２０,５１４,３７５円 

※給水原価の上段は地方公営企業決算状況調査の基準に基づく給水原価、下段は長期前受金戻入を控除して 
　算出した給水原価を表記（平成２６年度の会計制度改正によるもの）。 

川すそ雨水幹
線 

市
　
川

市
　
川
 

市
　
川
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学
校
教
育
課
長 

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
実
施
に
あ
た
り
、
国
の
基
準
の
改
正
に

伴
い
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
取
り
扱
い
等
が
１０
月
１
日
か
ら
変
更

と
な
り
ま
す
。
 

　
保
育
料
は
無
償
化
と
な
る
が

食
費
は
対
象
外
と
な
る
た
め
、

新
た
に
副
食
費
を
徴
収
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
徴
収
し

な
い
自
治
体
は
あ
る
の
か
。
 

　
県
下
で
は
明
石
市
、
三
木
市
、

高
砂
市
、
加
西
市
、
佐
用
町
が

免
除
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
自
治
体
で
は
国
の

基
準
の
と
お
り
徴
収
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長 

　
お
や
つ
の
費
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

　
１
回
４０
円
と
し
、
月
額
８
０
０
円
か

ら
９
０
０
円
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長 

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
に
変
更

は
な
い
の
か
。
 

　
今
回
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
無
償

化
が
あ
る
ほ
か
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
９
４
６
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
８３
億
１
１
９
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

補正予算の主な内容 

橋梁工事費 

税還付金 

福崎町・姫路市連携コミュニティバス運行社会実験委託料 

トレーニング機器購入費（体育館） 

文珠荘改修工事実施設計業務委託料 

風しん抗体検査・予防接種・システム改修委託料 

橋梁設計等委託料 

林道（小滝線・七種線）橋点検等委託料 

３６００万円 

２０００万円 

１１５０万円 

５００万円 

４２０万円 

３８８万円 

３６０万円 

８５万円 

売　　上　　高 

売 上 総 利 益 

営　業　利　益 

経　常　利　益 

税引前当期純利益 

当 期 純 利 益 

１７５,４２７,６６８ 

６９,６１４,９４１ 

１,７６０,６９５ 

１６,４２０,６２７ 

１６,４２０,６２７ 

１０,９４６,７７９ 

第３０期㈱もちむぎ食品センター 
決算状況（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

副食費の徴収額について 

（単位：円） 

令和元年１０月以降 
第３子以降 
無償 
無償 

第２子 
無償 

２,９００円 

第１子 
無償 

２,９００円 
※第３子以降とは、小学校３年生の子どもから数えて３人目以降 

町民税所得割課税額 

７７,１０１円未満 

７７,１０１円以上 

○１号認定（幼稚園等） 

令和元年１０月以降 
第３子以降 
無償 
無償 

第２子 
無償 

４,２００円 

第１子 
無償 

４,２００円 
※第３子以降とは、小学校就学前の子どもから数えて３人目以降 
※２号認定の副食費は月曜日～金曜日が３,６００円、月曜日～土曜日が４,２００円 

町民税所得割課税額 

  ５７,７００円未満（ひとり親世帯等は77,101円未満） 

  ５７,７００円以上（ひとり親世帯等は77,101円以上） 

○２号認定（保育所等） 

教育委員会委員　　　 
石川治氏の選任に同意 

住 所 
任 期 

福崎町福崎新 
令和元年１０月１日から 
４年間 

教育委員会委員とは 
　首長が議会の同意を得て任命
します。非常勤で、任期は４年
です。 
　月１～２回の定例会などで教
育行政の重要事項や基本方針を
合議制で決定します。 

豆 知 識 
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㈱ＰＡＧＥを選定した理由 

指定管理期間の考え方 

客室１ 

客室2

客室3

客室4

客室5

▲ 
IN

レストラン 厨房 
フロント 

中のま 中のま 

土間 
土間 

六帖 
（旧四帖半） 
六帖 

（旧四帖半） 

おく おく 

みせのま 
役所のま 
みせのま 
役所のま 

げんかん げんかん 

おくの 
くち 
おくの 
くち 

ひろしき ひろしき 

かみさん 
のした 

かみさん 
のした 

厩 
（解体中） 

主屋 
（表座敷） 
主屋 
（表座敷） 

かみのま かみのま 

角蔵 味噌部屋 酒蔵 

米蔵 

消防設備 
副屋 

離れ 

内蔵 

主屋 指定管理の範囲（主屋以外） 
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技
監 

　
自
分
た
ち
の
事
業
を
優

先
し
、
許
可
な
く
勝
手
な

こ
と
を
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
の
か
。
 

　
あ
く
ま
で
も
指
定
管
理

者
制
度
で
は
町
が
事
業
主

体
で
、
事
業
者
は
条
例
や

規
則
で
定
め
ら
れ
た
範
囲

で
運
営
し
ま
す
。
料
金
や

開
館
時
間
の
変
更
な
ど
、

全
て
町
長
の
承
認
制
で
あ

り
、
町
の
許
可
な
く
勝
手

な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

技
監 

　
文
化
財
を
利
用
す
る
宿

泊
施
設
で
あ
る
。
火
災
リ

ス
ク
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。
 

　
施
設
運
営
に
必
要
な
有

資
格
者
、
経
験
者
等
を
中

心
に
、
旅
館
業
法
に
基
づ

き
適
正
に
人
員
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
危
機
管
理

体
制
を
構
築
し
、
平
時
か

ら
の
訓
練
や
施
設
点
検
、

定
期
的
な
防
火
訓
練
な
ど

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

町
長 

　
防
火
訓
練
の
実
施
状
況

な
ど
は
確
認
さ
れ
る
の
か
。

三
木
家
は
町
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
で
あ
る
。
防
火

対
策
が
確
実
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
監
督
し
て
も
ら
い

た
い
。
 

　
三
木
家
は
県
の
重
要
文

化
財
で
あ
り
、
町
に
と
っ

て
も
重
要
な
財
産
で
す
。

確
実
な
防
火
管
理
を
監
督

し
、
火
災
が
絶
対
に
起
こ

ら
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。
 

①②とも 開館時間と休館日 

○開館時間　終日 
○休 館 日　なし 
※オープンは 
　令和２年１０月（予定） 

2F　宿泊施設 

カフェ 

1F　ブックカフェ 

客室2

カフェ 

客室１ 
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） 

監査委員の監査意見（要旨） 監査委員の監査意見（要旨） 

反対討論（要旨） 

　審査に付された各会計決算書等の記載事項は

法令に適合しており、計数は正確であると認め

ました。なお、事務処理は、その一部について

は監査等で指摘していますが、おおむね良好で

あると認めました。 

　健全化判断比率は、いずれの指標も基準値を

下回り、おおむね良好であると言えます。しか

し、中長期的には取り組むべき様々な課題が山

積しています。事業実施にあたってはそれぞれ

の比率を念頭に置きながら適切に進めてくださ

い。今後も長期にわたって持続可能な財政運営

を求めます。 

　平成３０年度は、国民健康保険事業が都道府県営化された最初の年度です。 

　福崎町は、住民の生活と命・健康を守るための努力を、町を挙げて進めてきまし

た。県営化はその努力を水泡に帰させるものです。今後、一層の県内統一の方向が

強まり、町の自主性を奪うことが心配されます。当該年度は国保税の引き上げとい

う結果を招きました。抗議の意味を込めて、認定反対の表明をいたします。 

　これからも福崎町は地方自治の精神を発揮し、町民の命と暮らし、健康を守る姿

勢を堅持されることを求め、討論といたします。 

小林　博  

健全化判断比率（％） 
 

区　　分
 

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将 来 負 担 比 率  

平成30年度

 

決算 

－ 

－ 

　11.0 

127.9

早期健全化 
基準 

　14.83 

　19.83 

　25.0 

350.0

財政再生 
基準 

20.0 

30.0 

35.0 

－ 

平成３０年度国民健康保険事業特別会計　歳入歳出決算認定 

　国の平成３１年度予算では、浸水対策及び未
普及対策等に国庫補助が重点配分され、老朽
化した汚水処理施設の改築への国庫補助が削
減されている。 
　今後も削減が続くと、一般会計繰入金や下
水道使用料の増額改定により必要な財源を賄
わざるを得ず、財源が確保できなかった場合
には町民生活に重大な影響を及ぼす事態の発
生も懸念される。 
　将来にわたって下水道サービスを確実に提
供し、自然災害への備えを強化するため、意
見書を提出する。 

１．下水道施設の改築に係る国庫補助制度の
維持・拡大を図ること。 

 
２．下水道施設の老朽化対策や、南海トラフ
地震や巨大台風をはじめとする自然災害
に備える防災・減災対策等に必要な予算
を確保すること。 

 
〈提出先〉 
国会、政府関係機関 

 
 

下水道施設の改築に係る国庫補助制度の維持、 
拡大を求める意見書を提出（要旨） 

〈監査委員〉鳥岡　照義 
　　　　　　河嶋　重一郎 



売上高１億７５４２万円 
当期純利益１０９４万円 

５５８万円の減額 
（事業量の減） 

町の非常勤職員が会計年度任用 
職員となることに伴う制定 

要配慮個人情報の取り扱い 
等についての改正 

申請すれば印鑑登録証明書にも 
旧氏を併記できるようにする改正 
介護予防支援計画及び介護予防 
マネジメント手数料の改正 

食事の提供に要する費用の 
取り扱い等を改正 
家庭的保育事業等の設備及び運営 
に関する基準の改正に伴う改正 

未処分利益剰余金 
２億３９８２万円を資本金へ 
３級３７７号線を廃止（福崎新） 
２級２３６３号線を認定（福崎新） 

１０月１日の消費税率改正が 
反映しないようにする改正 

連帯保証人の居住要件を 
「町内」から「県内」にする改正 

石川治氏を再任 

上記に関連する１３条例を改正 

災害援護資金の貸付利率等を改正 

㈱ＰＡＧＥを指定 

９４６０万円の増額 

水道事業会計決算 

工業用水道事業会計決算 

下水道事業会計決算 

３１００万円の増額 

５４０万円の増額 

第３０期株式会社もちむぎ食品センター決算報告 

平成３０年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告 

議会の委任による専決処分の報告（学校施設空調設備設置工事） 

教育委員会委員の任命 

福崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定 

 

福崎町情報公開条例及び福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例 

福崎町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町手数料条例の一部を改正する条例 

福崎町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例 

 

 

大庄屋三木家住宅及び福崎町　川界隈歴史・文化館の指定管理者の指定 

水道事業剰余金処分 

道路線の廃止及び認定 

一般会計補正予算（第３号） 

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

一般会計歳入歳出決算 

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 

介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

下水道施設の改築に係る国庫補助制度の維持、拡大を求める意見書 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条 
例の整備に関する条例 
 

福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 
を定める条例の一部を改正する条例 
福崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 
部を改正する条例 
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報　告 

 

人　事 

条例制定 

 

 

 

 

条例改正
 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

 
令和元年度 

補正予算 

 
平成３０年度 

決算認定 

議 案 名  概 要  

全員賛成で同意・可決した議案 

賛否の分かれた議案 

議案の審議結果 

　国民健康保険事業特別会計 
　歳入歳出決算 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １０ １１ １２ １３ １４ 

○ 

 

１０ 

３ 

賛成 

反対 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

● 

 

● 

 

● 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

－ 

９ 

議 案 名  賛否 

平成３０年度 
決算認定 

北
山
孝
彦
 

前
川
裕
量
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

冨
田
昭
市
 

柴
田
幹
夫
 

竹
本
繁
夫
 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

山
口
　
純
 

三
輪
一
朝
 

松
岡
秀
人
 

河
嶋
重
一
郎
 

注1　北山議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 

委員会提案 
意見書 

指定給水装置工事事業者の新規指定及び 
更新に係る手数料を１５,０００円とする改正 
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　１０月１日から、３歳児～５歳児の児童、住
民税非課税世帯の０歳児～２歳児の教育・保育
施設等の保育料が無償となります。しかし、無
償化の対象となるのは保育料のみで、こども園
の給食の材料にかかる費用（給食費）について
は、自宅で子育てを行う場合も同様にかかる費

用のため、こども園等を利用する保護者も自ら
自宅で子育てを行う保護者と同様に、その費用
を負担することとなります。 
　無償化後も引き続き、通園送迎費、保育用品、
行事費、食材料費等は保護者負担となります。 

委

員

長
　
山
口
　
　
純
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

庁舎総合窓口カウンターを更新 

　個人情報保護に配慮し、税務課から住民生
活課までのカウンターが９月中旬に更新され
ました。安心して相談できる窓口になりまし
た。 
 
　落札業者　有限会社ふじおか 
　金　　額　５６１万６０００円（税込） 

１号認定 
（幼稚園等） 

２号認定 
（保育所等） 

１・２号認定 
（共通化） 

保護者 
負担 

副食費 

主食費 

実　費 

実費（持参） 

 

無償化（給付） 

保護者 
負担 

現　行 無償化後 

※副食費・・・食材料費、牛乳代など 

実　費 

実費（持参） 

保育料 保育料 

 

実費（持参） 
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民生まちづくり常任委員会 

　福崎町橋梁長寿命化計画は安全で快適に使い
続けられる橋梁を目指して平成２５年３月に策
定されました。 
　その翌年度の道路法改正に伴い点検方法が近
接目視に変更となり、５年間で町が管理する全
橋梁（２１０橋）について点検が実施され、その
点検結果を反映させた新たな長寿命化計画が平
成３１年３月に策定されたため、更新したとの

報告がありました。 
　現在、建設から５０年を経過する橋梁は全体
の約４３％ですが、２０年後には約８０％となり、
急速に高齢化橋梁が増大します。このような背
景から、増大が見込まれる補修・架替えに対応
するため、長寿命化計画により予算を平準化し、
計画的な補修・架替えにより安全性を確保して
いくとのことです。 

委

員

長
　
小
林
　
　
博

副
委
員
長
　
竹
本
　
繁
夫
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

〈点検結果の概要〉 
・鋼橋で健全性の判定区分がⅢの橋梁は８橋あり、主な損傷内
容は桁や支承等の腐食でした。 
・コンクリート橋で健全性の判定区分がⅢの橋梁は１６橋あり、
主な損傷内容は桁等のひびわれ、剥離・鉄筋露出でした。 
・下部工で健全性の判定区分がⅢの橋梁は４橋あり、主な損傷
内容はひびわれ、洗掘でした。 

高齢化橋梁の分布の変化 

点検結果の状況（平成２６年度～平成３０年度：全２１０橋） 

２０１８年 ２０３８年 

２０年後 

Ⅰ（３８%） 

Ⅱ（４９%） 

Ⅲ（１３%） Ⅳ（０%） 
区分Ⅰ　健　　　　全 ： 約３８％ 

区分Ⅱ　予防保全段階 ： 約４９％ 

区分Ⅲ　早期措置段階 ： 約１３％ 

区分Ⅳ　緊急措置段階 ： 　　０％ 

５０歳以上 
４３％ 

５０歳未満 
５７％ 

５０歳以上 
８０％ 

５０歳未満 
２０％ 
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福崎駅周辺整備事業完成記念式典 

　福崎駅周辺整備事業の完成を祝し、福崎
駅前で記念式典が開催されました。 
　駅前区と馬田区の勇壮な屋台練りも披露
され、にぎわいをもたらす駅前周辺への期
待感の高まりを感じます。 
　町長の所信表明にもありましたが、観光
交流センターを作って終わりにしてはいけ
ません。今後、どのように活用して駅前周
辺ににぎわいをもたらすのかが大きな課題
です。 
　また、駅前への商業施設誘致も大きな課
題ですが、これを解決するためには福崎駅
の利用率向上や駅前周辺のにぎわいが不可
欠となります。 
　ぜひ、福崎駅前に足を運んでいただき、
生まれ変わった福崎駅前をご覧ください。 

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

駅前ににぎわいを 

オープニングを飾る七種太鼓 
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ごみ処理計画検討特別委員会 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

　姫路市（安富町）は令和元年度末に、にしは
りま環境事務組合を脱退し、くれさかクリーン
センターへ安富町のごみを持ち込むことになり

ます。姫路市が合併してから１０年以上経過して
いることもあわせ、くれさかクリーンセンター
にかかる分担金等が変更される予定です。 

≪分担金等の変更≫ 
① 事務局費分担金の均等割（３０％）　姫路市２：福崎町１→姫路市１：福崎町１に変更 
② 事務局費分担金の人口割（７０％）　安富町人口を追加 
③ 施設建設費分担金→処理費分担金と同じように「総搬入量で按分」 

　くれさかクリーンセンターは令和２年度末を
めどに焼却炉を停止します。神崎郡３町のごみ
処理施設ができるまでの間、ごみの焼却処理を
姫路市の市川美化センターへ事務委託する予定

です。くれさかクリーンセンターを中継し、市
川美化センターに搬入する体制とすることが検
討されています。 
 

神崎郡ごみ処理施設建設にかかる説明会 
　　神崎郡３町でのごみ処理施設建設にかかる最優先候補地が田口区に決定され、候補地周
辺地域で説明会が開催されています。そこでは、いろいろな意見が出ており、住民の皆さ
んの不安や疑問を払拭できるよう努力をして、ご理解を得てから事業を進めていきたいと
の答弁がありました。 

項　目
 

人　口 

 

 

施設建設費 

処理費 

合　計 

３６,９７５人 

　１５,７２２ 

　３６,１３２ 

　　１,３３４ 

２０７,０００ 

２６０,１８８ 

姫路市 

変更前 

１９,３３２人 

　　７,８６１ 

　１８,８９２ 

　　　６６６ 

１３３,０８１ 

１６０,５００ 

福崎町 

４２,００６人 

　１１,７９２ 

　３７,６８２ 

　　１,２２７ 

２１６,０４７ 

２６６,７４８ 

姫路市 

変更後 
福崎町増減額 

１９,３３２人 

　１１,７９１ 

　１７,３４２ 

　　　７７３ 

１２４,０３４ 

１５３,９４０ 

 

３,９３０ 

△１,５５０ 

１０７ 

△９,０４７ 

△６,５６０ 

福崎町 

事務局費割 
均等割（３０％） 

人口割（７０％） 

【参考 令和元年度予算で積算】 （単位：千円） 



一般質問 
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「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は４５分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

竹 本 繁 夫  

前 川 裕 量  

山 口 　 純  

三 輪 一 朝  

柴 田 幹 夫  

石 野 光 市  

小 林 　 博  

通 告 の 内 容  

①健康づくりの推進について 

②医療費について 

③防災対策について 

④雨水幹線整備について 

①学習障害（LD）支援について 

②区長会要望について 

①各団体からの配布文書について 

②行政防災無線について 

③防犯対策・災害用備蓄品について 

④観光事業を包括する組織づくりと、

観光地の周辺整備について 

⑤eスポーツのクラブ化について 

①自治体の改善・改革による事務・

業務遂行能力の向上について 

②住民の健康と健康づくりポイント

について 

①太陽光発電について 

②鳥獣被害対策について 

③社会教育施設の充実について 

④防災対策について 

⑤駅前周辺整備後の課題と取組みに

ついて 

①消費税について 

②選挙公報について 

③医療往診について 

④健康増進法における受動喫煙防止

対策について 

①高齢者運転免許返納について 

②庁舎エレベータ設置について 

③神崎橋南の市川右岸河川敷の建物

撤去の件について 
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一般質問 

令和６年度末までに完了させる予定です 
竹本繁夫 

公
営
企
業
管
理
者
 

問  
 
川
す
そ
川
流
域
に
お

い
て
は
雨
が
降
る
た
び
に

不
安
な
状
況
で
あ
る
。
９

月
１１
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で

南
田
原
（
中
島
区
床
下
浸

水
６
戸
、
播
但
道
高
架
下

冠
水
５０
㎝
）
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
西
光
寺
区

の
仁
王
門
下
ま
で
の
排
水

計
画
は
何
年
先
に
完
成
す

る
の
か
。
 

　
令
和
３
年
度
に
福
崎
南

ラ
ン
プ
付
近
ま
で
の
工
事

を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

そ
れ
と
並
行
し
て
詳
細
設

計
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

仁
王
門
下
ま
で
は
令
和
４

年
か
ら
工
事
に
着
手
し
、

３
年
間
で
工
事
を
完
了
さ

せ
る
予
定
で
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
平
成
３０
年
度
の
町
ぐ

る
み
健
診
の
受
診
者
数
は
。

ま
た
、
受
診
率
は
県
下
の

中
で
ど
の
く
ら
い
の
状
況

な
の
か
。
 

　
福
崎
町
の
特
定
健
診
の

受
診
者
数
は
２
１
６
４
人

で
す
。
ま
た
、
県
下
に
お

け
る
受
診
率
は
、
平
成
２９

年
度
で
は
、
特
定
健
診
３８.４

％
、
１８
位
。
肺
が
ん
検
診

３５.５
％
、
８
位
で
す
。
 

町
ぐ
る
み
健
診

町
ぐ
る
み
健
診
 

町
ぐ
る
み
健
診
 

総
務
課
長
 

問  
 
地
震
発
生
時
、
ど
の

く
ら
い
の
地
震
の
大
き
さ

で
町
の
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
る
の
か
。
 

　
地
域
防
災
計
画
で
災
害

警
戒
本
部
の
設
置
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
。
通
常
、

震
度
４
又
は
震
度
５
弱
の

地
震
を
観
測
し
た
場
合
に

設
置
し
ま
す
。
 

総
務
課
長
 

問  
 
避
難
指
示
、
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
し
て
住
民
に

知
ら
せ
る
の
か
。
 

　
防
災
行
政
無
線
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
等
で

連
絡
し
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

問  
 
防
災
行
政
無
線
で
は

雨
、
風
が
激
し
い
時
に
聞

こ
え
に
く
い
。
個
別
受
信

機
設
置
の
検
討
は
で
き
な

い
か
。
 

　
個
別
受
信
機
設
置
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る
の
で

困
難
で
す
が
、
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
し
た
い
。
 

総
務
課
長
 

問  
 
水
害
時
の
水
防
対
策

本
部
の
設
置
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。
 

　
通
常
、
大
雨
、
洪
水
警

報
が
発
令
さ
れ
被
害
の
生

じ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に

災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し

ま
す
。
 

防
災
対
策

防
災
対
策
 

防
災
対
策
 

問 健
康
福
祉
課
長
 

 
 
神
河
町
に
お
い
て
は

昨
年
度
よ
り
高
校
３
年
生

ま
で
医
療
費
の
無
料
化
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
福
崎

町
で
の
該
当
者
の
人
数
と
、

医
療
費
を
す
べ
て
無
料
化

す
れ
ば
町
の
負
担
は
ど
の

く
ら
い
か
。
 

　
該
当
者
数
は
５
７
１
人

で
す
。
医
療
費
は
、
所
得

制
限
を
設
け
て
も
年
間
１

０
０
０
万
円
以
上
の
負
担

増
と
な
る
見
込
み
で
す
。
 

町
長
 

問 　
　
子
育
て
支
援
と
し
て

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
 

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
重
要
な
課
題
だ
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
今
年
、
入

院
費
の
無
料
化
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
は
そ
の
推
移
を
見
守
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

高
校
高
校
3
年
生
ま
で
の
　
　

年
生
ま
で
の
　
　
 

　
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
 

高
校
3
年
生
ま
で
の
　
　
 

　
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
 

西光寺区内（仁王門下道路） 
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認知度が低く、対象者の発見を遅らせています 
前川裕量 

教
育
長
 

問  
 
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

は
、
本
格
的
な
学
習
に
入

る
小
学
生
頃
ま
で
判
断
が

難
し
く
、
特
定
の
分
野
で

で
き
な
い
こ
と
を
除
け
ば

発
達
の
遅
れ
は
見
ら
れ
な

い
た
め
、「
が
ん
ば
れ
ば

で
き
る
」
、「
努
力
が
足
 

り
な
い
」、「
勉
強
不
足
」
 

と
見
過
ご
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
支
援
の
必
要
性
が

認
知
さ
れ
に
く
く
、
結
果

的
に
子
ど
も
の
自
信
の
低

下
に
つ
な
が
る
。
 

　
Ｌ
Ｄ
に
対
す
る
一
番
の

問
題
点
は
、
こ
の
問
題
に

対
す
る
周
知
と
理
解
で
す
。

認
知
度
が
低
く
、
対
象
者

の
発
見
を
遅
ら
せ
て
い
る
。
 

　
教
育
行
政
に
は
、
率
先

し
て
周
知
に
努
め
る
よ
う

努
力
を
求
め
る
。
 

　
そ
し
て
、
Ｌ
Ｄ
児
童
・

生
徒
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
た
め
の
ハ
ー
ド

及
び
ソ
フ
ト
の
整
備
・
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
 

　
読
字
障
害
・
書
字
障
害

・
算
数
障
害
と
大
き
く
分

か
れ
、
各
障
害
も
多
岐
に

分
類
さ
れ
、
人
的
個
別
ケ

ア
に
も
限
界
が
み
ら
れ
る
。
 

　
そ
こ
で
、
有
効
な
対
策

と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
活
用
が
あ

げ
ら
れ
る
。
全
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

化
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
が
、

早
急
な
対
応
が
困
難
な
た

め
、
各
ク
ラ
ス
に
対
し
て

数
枚
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
支

給
、
も
し
く
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
の
各
自
持
ち
込
み
、

積
極
的
な
活
用
を
推
進
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
 

　
　
各
地
区
か
ら
の
要
望

で
は
、
特
に
道
路
改
修
な

ど
の
補
助
金
に
お
い
て
ゼ

ロ
回
答
が
多
く
あ
る
と
聞

く
。
 

　
多
く
の
住
民
の
方
か
ら

「
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
 

等
に
予
算
が
偏
っ
て
い
る
」
 

と
の
ご
意
見
も
頂
い
て
い

る
。
 

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
各
地
区
の
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
、
た
と
え
少

量
で
も
採
択
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
 

　
ま
だ
ま
だ
研
修
・
研
究

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
状
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

導
入
に
対
し
て
は
現
場
の

要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

町
長
 

問 　
工
事
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
一
定
の
規
模
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
事
業
効
果
な
ど
が
発
揮

さ
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
観

点
か
ら
、
要
望
箇
所
に
つ

い
て
も
、
あ
る
一
定
の
ま

と
ま
っ
た
区
間
な
ど
を
単

位
と
し
て
採
択
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
地
区
ご
と
に

そ
の
必
要
性
を
検
討
し
た

上
で
の
要
望
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
必
要
性
に
加
え
、
緊

急
性
や
費
用
対
効
果
な
ど

も
鑑
み
な
が
ら
、
実
施
箇

所
に
つ
い
て
の
判
断
を
し

て
い
ま
す
。
 

区
長
会
要
望
等

区
長
会
要
望
等
 

に
つ
い
て
　
　

に
つ
い
て
　
　
 

区
長
会
要
望
等
 

に
つ
い
て
　
　
 

学習障害（LD）の周知と理解を 
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一般質問 

技
監
 

問  
 
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条

例
。
平
成
２９
年
に
改
正
さ

れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。
 

　
改
正
の
趣
旨
は
、
土
地

の
譲
渡
や
貸
付
に
つ
い
て

の
優
遇
策
を
設
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
駅
前
に
商
業

施
設
の
誘
致
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、
地
域
経
済
の
発
展

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
長
が
特
に
認
め
た

事
業
に
対
し
て
、
減
額
譲

渡
、
減
額
貸
付
が
で
き
る

こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
規
則
で
は
対

象
を
「
福
崎
駅
周
辺
に
食

品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
を
誘
致
す
る
事
業
」
と

位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
減
額
の
範
囲
を
「
時

価
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
を
限
度
と
す
る
。
た

だ
し
、
食
品
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
の
誘
致
事
業

で
、
収
支
計
画
等
に
よ
り

更
な
る
減
額
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
」
と
定
め
ま

し
た
。
 

技
監
 

問  
 
事
業
者
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
、
誘
致
活
動
の
状

況
は
。
 

　
事
業
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
と
町
か
ら
の
誘
致
活

動
を
合
わ
せ
る
と
、
３０
以

上
の
事
業
者
や
団
体
と
の

交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
複
数
の
金
融
機

関
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

出
店
に
前
向
き
な
事
業
者

を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
 

技
監
 

問  
 
「
食
品
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
」
と
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
業
種
で
も
誘

致
可
能
か
。
 

　
規
則
に
あ
る
「
食
品
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と

は
、
あ
く
ま
で
例
示
で
あ

り
、
「
等
」
を
付
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
業
種
は
限
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
地
域
経

済
の
活
性
化
に
役
立
つ
事

業
で
あ
れ
ば
誘
致
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
 

　
昨
年
６
月
に
商
工
会
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、
男
女
、
職
業
、

年
齢
に
関
わ
ら
ず
「
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
が

1
位
と
い
う
結
果
を
得
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
は
そ

れ
を
中
心
に
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

町
と
し
ま
し
て
は
、
コ
ン

ビ
ニ
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の

１
階
が
売
店
と
い
っ
た
よ

う
な
形
も
含
め
、
広
い
視

点
で
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
 

出店に前向きな事業者を（業種問わず）探しています 
山口　純 

誘致予定地。お心当たりのある方はぜひ町にお問い合わせを 
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事業の工夫や見直しを行いたい 
三輪一朝 

問 

健
康
福
祉
課
長
 

　
今
後
は
健
康
関
連
施
設

等
の
利
用
に
も
ポ
イ
ン
ト

付
与
範
囲
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
ポ
イ
ン
ト
利
用

範
囲
の
拡
大
も
図
り
た
い
。 

健
康
福
祉
課
長
 

　
年
齢
や
性
別
等
か
ら
健

康
づ
く
り
の
目
標
を
設
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
楽
し

く
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

検
討
を
加
え
ま
す
。 

健
康
福
祉
課
長
 

　
議
員
の
示
さ
れ
た
内
容

は
、
国
保
の
保
険
者
努
力

支
援
制
度
に
直
結
し
、
非

常
に
大
切
で
す
。 

　
ポ
イ
ン
ト
で
健
康
診
断

が
受
診
で
き
、
病
気
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
医

療
費
の
適
正
化
や
、
町
民

自
ら
が
健
康
づ
く
り
へ
の

意
識
向
上
、
行
動
変
革
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
事
業
の
工
夫
や
見

直
し
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

問  
　
住
民
の
老
若
男
女
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
目
的
別

健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
の

設
定
な
ど
に
よ
り
無
関
心

層
を
取
り
込
ん
だ
う
え
に
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
組

み
替
え
る
「
住
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。
 

問  
　
本
町
は
、
医
療
費
削

減
に
直
結
す
る
健
康
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
、
無
関
心
層
の
取
り
込

み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
 

 
 
医
療
費
削
減
が
国
や

地
方
自
治
体
の
共
通
課
題

で
あ
っ
て
、
住
民
の
健
康

へ
の
意
識
向
上
を
図
り
健

康
寿
命
を
い
か
に
伸
ば
す

か
、
健
康
づ
く
り
に
い
か

に
誘
引
す
る
か
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
手

法
に
、
本
町
と
同
様
に
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
が
増
加

し
て
い
る
。
 

　
後
発
の
健
康
ポ
イ
ン
ト

導
入
自
治
体
で
は
、
健
康

ポ
イ
ン
ト
参
加
者
個
々
の

健
康
状
況
、
運
動
状
況
な

ど
の
デ
ー
タ
を
自
治
体
が

デ
ー
タ
保
有
、
活
用
し
、
 

科
学
的
根
拠
に
も
と
づ
く

指
導
、
継
続
支
援
を
行
う

に
併
せ
、
健
康
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
魅
力
度
を

増
加
さ
せ
、
健
康
づ
く
り

の
無
関
心
層
を
引
っ
張
り

だ
し
継
続
さ
せ
、
参
画
す

る
住
民
数
を
増
加
さ
せ
る

な
ど
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
 

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
で
日
々
の
食
事
や
歩
数
、

睡
眠
、
運
動
、
体
重
、
B

 

M
I
な
ど
を
記
録
し
、
健

康
に
つ
な
が
る
行
動
や
生

活
習
慣
が
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
た
ま
っ
て
い
く
。
 

　
自
治
体
の
投
下
コ
ス
ト

を
上
回
る
医
療
費
抑
制
効

果
が
あ
り
、
１
人
当
た
り

の
医
療
費
抑
制
効
果
は
６０

歳
台
で
年
間
４
万
円
、
７０

歳
台
は
９
万
円
と
の
報
告

も
あ
る
。
 

　
住
民
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
ち
な
が
ら
健
康
管

理
が
で
き
、
自
治
体
は
住

民
の
健
康
状
態
を
性
別
な

ど
様
々
な
層
別
に
可
視
化

で
き
る
。
 

　
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
魅
力
を
高
め
る
た

め
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
付

与
範
囲
と
利
用
範
囲
を
拡

大
す
る
必
要
性
は
ど
う
か
。

健康づくりメニューの例 

例　① 

寝たきりにならないコース 

７０歳以上の男女 

寝たきりになりうる要因（脳
血管疾患、転倒・骨折、認知症、
加齢による心身の老い衰え
た状況）の予防 

下肢筋力の強化、膝・腰の痛
み予防・軽減し歩行可能な状
態づくり 

若々しい体を保つための食
事摂取 

例　② 

男性コース 

４０歳～６０歳男性 

理想の体型をめざす 

メタボ予防・改善、肥満に
よる生活習慣病の軽減 

筋肉量を増やし、体脂肪、
内臓脂肪を減らす 

体重を減らしながら筋肉を
増やす食事摂取 

例　③ 

女性コース 

加齢とともに体型を気に
する６０歳程度までの女性 

筋肉を付けながら健康的
にバランスの取れた体型を
目指しつつ体重を落とす 

筋肉量を増やし、体脂肪を
減らす 

太りにくく、リバウンドを
おこしにくい食事摂取 

対象者層 

目　的 

運　動 

食　事 

コース名 
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一般質問 

  

健
康
福
祉
課
長
 

問 　  

高
齢
者
が
運
転
免
許

を
自
主
返
納
す
る
際
、
高

齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納

サ
ポ
ー
ト
制
度
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
を
利
用

す
れ
ば
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

料
金
な
ど
の
割
引
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

制
度
に
よ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
自
主
返
納
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
う
。 

　
兵
庫
県
内
の
６５
歳
以

上
の
運
転
免
許
保
有
者
数

は
約
７６
万
１
０
０
０
人

で
、
全
体
の
２２
％
で
あ

る
。
神
崎
郡
内
で
は
約
９

０
０
０
人
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
自
主
返
納
者
は
約

１
０
０
人
程
度
だ
と
の
こ

と
で
あ
る
。 

　
町
内
の
免
許
証
の
返
納

状
況
は
。
 

　
令
和
元
年
で
申
し
上
げ

ま
す
と
、
４
月
か
ら
８
月

末
ま
で
で
返
納
者
は
４８
人

（
９.６
人
／
月
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
３０
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
７３
人（
６.１
人

／
月
）と
い
う
状
況
で
す
。
 

総
務
課
長
 

問 　  

庁
舎
の
建
設
年
度
と

耐
震
の
状
況
は
。
 

　
庁
舎
は
昭
和
５０
年
に
建

築
さ
れ
、
４４
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
耐
震
工
事
は

平
成
２６
年
度
に
実
施
し
ま

し
た
。
 

町
長
 

問 　  

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。
 

　
耐
震
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
施
設
に
エ
レ
ベ
ー
タ

が
設
置
で
き
る
の
か
、
設

置
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
ど

こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の

か
な
ど
を
研
究
を
進
め
ま

す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

問 　  

町
内
巡
回
バ
ス
の
利

用
状
況
は
。
 

　
平
成
３０
年
度
に
お
い
て

は
２
９
３
日
運
行
し
年
間

１
万
８
５
４
９
人
、
日
平

均
６３.３
人
で
し
た
。
７
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
は
猛
暑

や
悪
天
候
が
多
か
っ
た
た

め
、
平
成
２９
年
度
の
年
間

１
万
９
２
４
４
人
か
ら
は

６
９
５
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
 

高齢者運転免許自主返納サポート制度の周知を図ります 
柴田幹夫 

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
 

設
置
に
つ
い
て
　

設
置
に
つ
い
て
　
 

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
 

設
置
に
つ
い
て
　
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問 　  

神
崎
橋
南
の
市
川
右

岸
河
川
敷
の
建
物
撤
去
交

渉
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
。
 

　
誰
も
が
安
心
し
て
安
全

に
楽
し
く
遊
べ
る
リ
バ
ー

サ
イ
ド
に
な
る
こ
と
が
町

民
の
思
い
で
あ
る
。
 

　
現
時
点
で
５
棟
の
建
物

が
残
っ
て
い
ま
す
。
対
象

者
は
５
名
で
す
が
、
そ
の

う
ち
２
名
は
放
棄
に
対
し

承
諾
済
み
で
す
。
残
る
３

名
の
方
々
に
は
県
の
担
当

者
が
引
き
続
き
面
談
を
重

ね
て
い
ま
す
。
 

市
川
右
岸
河
川
敷
の

市
川
右
岸
河
川
敷
の
 

建
物
撤
去
に
つ
い
て

建
物
撤
去
に
つ
い
て
 

市
川
右
岸
河
川
敷
の
 

建
物
撤
去
に
つ
い
て
 

神崎橋南市川右岸の現在の状況 
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一般質問 

  問  
　
消
費
税
は
１
９
８
９

年
（
平
成
元
年
）
４
月
に

税
率
３
％
で
導
入
さ
れ
、

１
９
９
７
年
４
月
に
５
％
、

２
０
１
４
年
４
月
に
８
％

と
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

１
９
９
０
年
代
当
時
か
ら

「
９０
年
代
不
況
」
、
そ
の

後
「
失
わ
れ
た
３０
年
」
と

い
う
表
現
で
こ
の
間
、
消

費
税
導
入
以
前
の
経
済
の

活
力
を
回
復
す
る
有
効
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
ず
、
経

済
の
明
る
い
兆
し
が
見
ら

れ
る
時
期
に
消
費
税
増
税

が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
景

気
回
復
を
は
ば
ん
で
き
た

と
い
え
る
。
 

　
１０
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
に
つ
い
て
は
経
済
状
況

が
見
通
し
と
と
も
に
よ
く

な
い
時
期
で
の
実
施
と
い

え
る
。
住
宅
使
用
料
は
非

課
税
だ
が
、
駐
車
場
使
用

料
は
課
税
対
象
と
聞
く
。

町
の
関
係
す
る
社
会
教
育

施
設
の
使
用
料
な
ど
、
ま

た
町
あ
っ
せ
ん
の
指
定
ご

み
袋
を
含
め
当
局
の
考
え

方
は
。
 

副
町
長
 

　
今
年
１２
月
定
例
会
に
関

係
す
る
条
例
案
を
来
年
4

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
提

出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
 

総
務
課
長
 

問  
 
兵
庫
県
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
国
政
、
県
知
事
、

県
会
議
員
の
選
挙
期
間
中
、

選
挙
公
報
を
公
開
し
、
選
 

挙
後
も
「
選
挙
デ
ー
タ
集
」
 

と
し
て
公
開
し
て
い
る
。
 

　
新
聞
折
り
込
み
で
の
配

布
を
近
年
さ
れ
て
い
る
が
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
報
の
ペ
ー
ジ
へ
の
案
内

や
希
望
す
る
人
へ
の
配
布

は
ど
う
か
。
 

　
選
挙
期
間
中
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
検

討
し
ま
す
。
公
報
が
届
け

ば
希
望
者
に
役
場
等
で
お

渡
し
で
き
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
町
内
に
は
１６
か
所
の
医

科
診
療
所
が
あ
り
、
内
4
 

か
所
が
「
か
か
り
つ
け
医
」
 

に
な
っ
て
い
る
患
者
の
往

診
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
高
齢
患
者
の
同
意
の
も

と
、
医
師
が
行
う
訪
問
診

療
が
あ
り
ま
す
。
町
内
２

か
所
と
神
河
町
、
加
西
市

の
医
療
機
関
が
福
崎
町
内

も
実
施
エ
リ
ア
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
ご
み
袋
は
商
工
会
に
委

託
し
て
お
り
、
あ
っ
せ
ん

価
格
に
つ
い
て
も
一
定
の

引
き
上
げ
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
 

１２月議会で条例提案し来年４月から実施予定です 
石野光市 

七
種
山
周
辺
整
備
 

問  
 
来
年
４
月
か
ら
健
康

増
進
法
、
県
の
受
動
喫
煙

防
止
条
例
も
本
実
施
と
な

る
。
 

　
た
ば
こ
の
３
大
有
害
成

分
と
し
て
ニ
コ
チ
ン
、
タ

ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
が
い

わ
れ
て
い
る
。
自
動
車
内

な
ど
狭
い
密
室
で
は
特
に

有
害
だ
。
９
月
は
厚
労
省

が
健
康
増
進
推
進
月
間
と

定
め
、
禁
煙
も
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。
町
の
取
り
組

み
は
。
 

　
町
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
国
の
目
標

（
喫
煙
率
１２
％
以
下
、
妊

婦
と
２０
歳
未
満
０
％
）
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
食
育
に
も
テ
ー
マ

と
し
て
加
え
、
家
族
、
地

域
に
ひ
ろ
が
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

選
挙
公
報

選
挙
公
報
 

選
挙
公
報
 

問  
 
往
診
し
て
も
ら
え
る

医
者
が
減
っ
て
い
る
と
聞

く
。
高
齢
者
を
巡
回
し
て

診
察
す
る
こ
と
な
ど
は
ど

う
か
。
 

七
種
山
周
辺
整
備
 

往
診
、
巡
回
診
察

往
診
、
巡
回
診
察
 

往
診
、
巡
回
診
察
 

受
動
喫
煙
防
止
対
策

受
動
喫
煙
防
止
対
策
 

受
動
喫
煙
防
止
対
策
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一般質問 

問  
 
賑
わ
い
の
創
出
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
町

営
駐
車
場
の
１
時
間
無
料

化
等
は
ど
う
か
。
 

技
監
 

　
人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け

が
必
要
で
あ
り
無
料
駐
車

時
間
の
拡
大
は
有
効
と
考

え
ま
す
。
 

問  
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

大
切
だ
が
防
災
や
環
境
を

無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

住
民
も
町
も
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
負
担
を
し
て
い
る
。

安
全
を
求
め
る
権
利
は
あ

る
と
思
う
。
高
岡
地
区
で

の
大
型
施
設
計
画
の
進
行

は
ど
う
か
。
 

問  
 
北
ノ
岡
（
西
治
区
）

の
施
設
は
排
水
対
策
等
が

放
置
の
ま
ま
だ
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
地
元
説
明
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
質
や
動
植

物
の
調
査
は
終
わ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
本
申
請
は

ま
だ
で
す
。
 

農
林
振
興
課
長
 

　
被
害
面
積
は
今
年
度
７

月
現
在
で
３.４

　

ha
、
８
月
ま

で
の
駆
除
依
頼
は
３６
件
で

す
。
３
年
毎
に
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
見
直
し
対
処

し
て
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
町
と
の
約
束
が
守
ら
れ

ず
経
産
省
等
へ
通
報
す
る

旨
を
伝
え
ま
し
た
。
１０
月

１２
日
ま
で
に
完
工
す
る
文

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

監
視
を
続
け
ま
す
。
 

問  
 
町
道
駅
田
原
線
の
見

直
し
作
業
は
進
ん
で
い
る

か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
と
協
議
中
で
す
。
事

業
化
は
最
短
で
令
和
3
年

度
か
ら
で
す
。
 

問  
 
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進
捗
は
ど
う
か
。
 

技
監
 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
周
辺
の
駅
へ

の
予
算
配
分
が
重
点
化
さ

れ
る
関
係
で
近
畿
運
輸
局

管
内
に
は
新
規
事
業
の
予

算
配
分
が
あ
り
ま
せ
ん
。

予
算
確
保
に
努
め
ま
す
。
 

ＪＲと共に予算確保に努めます 
小林　博 

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電
 

太
陽
光
発
電
 

防
災
対
策

防
災
対
策
 

防
災
対
策
 

問  
 
今
夏
は
イ
ノ
シ
シ
被

害
を
多
く
聞
い
た
。
鳥
獣

被
害
の
状
況
と
対
策
は
ど

う
か
。
 

農
林
振
興
課
長
 

　
集
落
に
合
っ
た
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
 

問  
 
猟
友
会
と
の
関
係
や

防
護
柵
の
維
持
な
ど
福
崎

町
の
実
情
に
合
っ
た
施
策

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

鳥
獣
被
害
対
策

鳥
獣
被
害
対
策
 

鳥
獣
被
害
対
策
 

社
会
教
育
課
長
 

　
ベ
ン
チ
は
観
戦
者
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
要
望
も
多
く
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
等
、
簡
易
な
対

応
も
含
め
取
り
組
み
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
 

問  
 
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
観

戦
用
ベ
ン
チ
の
増
設
は
ど

う
か
。
 

問  
 
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
、
神
崎
大
橋

西
の
交
差
点
東
西
方
向
に

右
折
信
号
の
要
望
を
聞
く

が
ど
う
か
。
 

教
育
長
 

　
２
年
以
内
に
新
予
約
方

式
と
し
た
い
。
来
年
の
４

月
か
ら
な
ら
な
お
よ
し
で

す
。
 

問  
 
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
の

予
約
は
営
利
優
先
で
住
民

の
利
用
に
問
題
が
出
て
い

る
。
そ
の
改
善
は
ど
う
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
救
急
車
の
1
台
は
予
備

で
す
。
人
員
配
置
は
姫
路

市
と
の
協
議
に
な
り
ま
す
。
 

問  
 
中
播
消
防
署
の
救
急

車
が
２
台
あ
る
が
、
１
台

し
か
動
い
て
い
な
い
と
の

声
を
聞
く
。
姫
路
市
の
消

防
職
員
の
充
足
率
は
８１
％
、

現
在
、
中
播
消
防
署
は
８８

名
の
配
置
だ
が
、
不
足
で

は
な
い
の
か
。
 

町
長
 

　
様
々
な
検
討
を
し
ま
す
。
 

問  
 
温
水
プ
ー
ル
の
要
望

に
応
え
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
 

社
会
教
育
施
設

社
会
教
育
施
設
 

の
充
実

の
充
実
 
 
 

 
 
 

 

社
会
教
育
施
設
 

の
充
実
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委
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酷
暑
の
夏
も
終
わ
り
、
９
月
定
例

議
会
も
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。
 

　
先
日
行
わ
れ
た
図
書
館
の
「
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
玄
関
前
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
は

職
員
手
作
り
５
０
０
個
の
エ
コ
キ
ャ

ン
ド
ル
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
も

な
く
参
加
者
に
よ
り
賑
や
か
に
和
気

あ
い
あ
い
と
点
火
さ
れ
ま
し
た
。
空

に
は
十
五
夜
お
月
さ
ん
、
ま
わ
り
で

は
歌
声
と
楽
器
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
幻

想
的
な
ム
ー
ド
の
一
時
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ネ
。
ど
ん
な
秋
が
待
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
…
 

　
秋
と
言
え
ば
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
福
崎
町
で
は
毎
月
２９
日
を
「
フ
ク

ち
ゃ
ん
読
書
」
の
日
と
し
て
い
ま
す
。

秋
の
夜
長
を
読
書
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

 

 

（
松
岡
秀
人
）
 

　議会だよりの表紙・フォ
トニュースの写真を皆様か
ら募集します。 
　応募のお問い合わせは、
下記まで。 

次の定例会は 

12月6日 開催予定 

　本会議・委員会の傍聴に 
おこしください。 

ガジロウがお出迎え 
（JR福崎駅前） 

美しく咲き誇る彼岸花 
（新町区） 

町内のお出かけにはぜひサルビア号をご利用ください 

　決算審査特別委員会で巡回バス「サル
ビア号」のまちなか便に乗車し視察しま
した。町内の移動手段はまだまだ自家用
車が主流ですが、バス利用者は徐々に増
加しているとのことです。 
　１０月から川西便が乗継ぎせず商業施設
へ運行し、買い物バスは一部区間でフリ
ー降車を導入しました。 
　ますます便利になっていくサルビア号
をぜひご利用ください。 


